
富山市長  森  雅志 

コンパクトシティ戦略による富山型都市経営の構築 



地域コミュニティ主体の交流空間 

農商工連携 

再生可能エネルギーを活用した農業活性化 LRTネットワークの形成 

生薬栽培工場の構築 

セーフ＆環境スマートモデル街区の整備 
環境 

公共交通の活性化 

中心市街地・公共交通沿線での 

都市の諸機能の集積 

再生可能エネルギーの活用 

農商工連携による富山ブランドの育成 

農業・森林・林業 

森林資源の有効活用による林業の 

自立モデルの構築 

里山再生を担う人材育成拠点の整備 

歩いて暮らせるまちづくり 

人との触れ合いによる介護予

防・在宅支援サービス 

生薬生産システムの構築 

超高齢化 

「環境未来都市」構想の実現に向けた取組 

ヘルシー＆交流タウンの形成 
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自由に車を運転できるか？

自由に車
を運転で
きる

70.5%

自由に車
を運転で
きない
29.5%

N=3480

  都市の特性 ～自動車依存と衰退する公共交通～ 

 1 .72（台）／１世帯当たり 全国第2位（富山県） 

全目的の72.2%、通勤目的の83.8%が自動車利用 

普通車は1.4倍に増加（全国平均1.2倍） 

軽自動車は7.4倍に増加（全国平均5.9倍） 

 乗用車保有台数の増加 

 交通手段分担率 

 衰退する公共交通 
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路線バス系統数 
路線バス 

 

路面電車 

 

私鉄 

 

 JR 

 

全目的 

通勤目的 

 車が自由に使えない市民の存在 

 

ＪＲ     ２８％減（2006年ＪＲ富山港線廃止） 

私鉄    ４４％減 

路面電車 ４２％減 

路線バス ７０％減 

⇒路線バスの系統数は過去２０年で約４割減尐 

＜利用者の減尐率＞1989年→2009年（20年間） 

自由に使え
る車がない   
  29.5% 

自由に使え 
る車がある 
 70.5% 

ソーシャルキャピタルあふれる持続可能な付加価値創造都市を目指して 

５０代
8.5%

８０代以上
18.3%

７０代
31.1%

１０代
9.8% ２０代

3.7%

３０代
2.5%

４０代
4.3%

６０代
21.8%



富山地域 

婦中地域 

八尾地域 

大沢野地域 

大山地域 

山田地域 

細入地域 

JR北陸本線 

高
山
本
線 

JR 

市内電車環状線 

富山駅 

  高齢者の分布 

角川介護予防センター 
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  高齢者単独世帯の分布 

富山地域 

婦中地域 

八尾地域 

大沢野地域 大山地域 

山田地域 

細入地域 

JR北陸本線 

高
山
本
線 

JR 

富山駅 
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市内電車環状線 

角川介護予防センター 



 要介護・要支援認定者の分布 

富山地域 

婦中地域 

八尾地域 

大沢野地域 
大山地域 

山田地域 

細入地域 

JR北陸本線 

高
山
本
線 

JR 

市内電車環状線 

富山駅 

角川介護予防センター 
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 人口減少、超高齢化、厳しい財政運営、維持管理費等行政コストの増大 etc 

・中心市街地の活性化 
・歩いて暮らせるまちづくり 
・ソーシャルキャピタルの醸成 など 

富山市は、これらに対応できる地方都市の1つの未来像を提示 

 ＜地方都市の現状＞ 

１．公共交通を軸としたコンパクトなまちづくり 
・公共交通の活性化 
・中心市街地や公共交通沿線での都市機能の集積  など 

２．質の高い魅力的な市民生活づくり 

３．地域特性を充分に活かした産業振興 
・地場産業である薬業の最大限の活用 
・再生可能エネルギーの活用、企業誘致 など 
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地方都市における持続可能な未来像を目指して 

 → 市税（固定資産税 
   及び都市計画税）の獲得 

 → 市税（市民税）の獲得 

→ 市税（事業所税）の獲得 

中心市街地や公共交通沿線に
おける都市活動の活発化 

人々に選ばれる質の高い都市 

産業振興、就業機会の向上 

独
自
財
源
の
確
保 
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＜概念図＞ 

 富山市が目指すお団子と串の都市構造 

   

一定水準以上のサービス 

レベルの公共交通 

串   ： 
 

 

お団子：串で結ばれた徒歩圏 

 

  コンパクトなまちづくり ～基本方針～ 

鉄軌道をはじめとする公共交通を活性化させ、その沿線に居住、商業、業務、文化等の都市の諸機能を
集積させることにより、公共交通を軸とした拠点集中型のコンパクトなまちづくりを実現 
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高齢者向け交通サービス 

 高齢化等に対応したまちづくり ～現在の取組～ 

■おでかけ定期券事業 

■シルバーパスカ事業 

■シルバータクシー事業 

介護予防施設等の整備 

■角川介護予防センター 

■高齢者優良賃貸住宅 

富山駅 

都心地区 

公共交通沿線居住推進地区 

JR北陸本線 

高
山
本
線 

JR 

【人口分布図（H23）】 
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公共交通の活性化 

■富山ライトレール 

■市内環状線化事業
（H21.12) 

■バス路線の整備・活性化 

 イメージリーダーバス 

 まいどはやバス 



ＪＲ富山港線のＬＲＴ化 

フィーダーバス 

フィーダーバス 

全国初の本格的ＬＲＴとして再生 

利用者の減尐が続くJR富山港線、公設民営の考え方を導入し、
全国初の本格的ＬＲＴシステムに蘇らせた取組 
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■運行サービスの向上 

■制振軌道、芝生軌道の採用 

■ＩＣカード乗車券の採用 

■トータルデザインの導入 

■車両の低床化と電停のバリアフリー化 

■アテンダントの配置 



南北接続を予定 

環状線化事業 

 ○開 業 日 ： 平成21年12月23日（水） 
 ○延   長 ： 約0.9ｋｍ（環状区間 約3.4ｋｍ） 
 ○電   停 ： 延伸区間に３箇所新設 
 ○運行計画 ： 既存２系統に反時計周りの 
           片方向循環運行を追加 
 ○車   両 ： 新型低床車両を３編成導入 
 ○愛   称 ：  車両の愛称は「セントラム」 

目的：都心地区の回遊性強化などの公共交通活性化 

   と中心市街地活性化 

・魅力ある都市景観の構築に向けた道路空間との 

 一体的な整備 

・日本初の上下分離方式の導入 

大手モールを走るセントラム 

市内電車環状線化 
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■富山ライトレール開業前と比較して、利用者数は平日で約2.1倍、休日で約3.7倍に増加 

■利用者のうち、約12％が自動車からの転換 

平日 4,820人／日 （開業前2,266人／日） 
休日 3,811人／日 （開業前1,045人／日） 

平成23年3月31日現在（１日平均利用者数） 富山ライトレール利用者の以前の利用交通手段 

（約７４t-CO2/年の削減） 

将来的にLRTネットワークが構築されることにより、        
利便性の向上等による各路線間の相乗効果が発揮され、         
より多くの温室効果ガスの削減効果が期待される 

■日中の高齢者の利用が増加 

■市内電車環状線利用者数  平日：1,959人/日 土日祝日：2,805人  （開業からＨ23.3月末までの１日平均乗降客数） 

公共交通の活性化ともに、都心エリアの回遊性が向上し、  

まちなかの賑わいにも寄与している 

■市内電車環状線開業後、市内電車全体の利用者数が前年比10％増加 

市内電車環状線化 

富山港線のLRT化 

 ＬＲＴの整備効果 
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人 と 環境 に優しく ‘絆’ を育むＬＲＴネットワーク 

富山ライトレール（Ｈ18.4開業） 市内電車環状線（Ｈ21.12開業） 

富山駅高架下電停イメージ 

LRTネットワークの形成 
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富山ライトレールと市内電車の接続 

平成26年度末 北陸新幹線開業 
数年後の北陸本線等の高架化を踏まえ、 
南北のLRT（富山ライトレール・市内電車環状線）を接続 

世界に類を見ない、新幹線と平面LRTの接続を計画 

-13- ＥＣＯ－ＦＵＴＵＲＥ ＣＩＴＹ ＴＯＹＡＭＡ 



介護予防施設を核とし、高齢者等が、安全・安心・快適に生活できる
歩行者ネットワークを中心市街地に形成 

①総合的な介護予防プログラムを提供する介護予防センターの活用 

②歩行による外出行動を支える安全・安心・快適な歩行空間の整備 

③沿道での医療・福祉施設、商業・サービス施設の配置 

④オープンスペースを活用した交流の場の誘致 等 

角川介護予防センター（Ｈ23.7開業） 
温熱療法・陸上運動療法・パーソナルケア 

ヘルシー＆交流タウンの形成 

広 場 

歩行者ネットワーク 

病 院 スポーツ交流拠点 

公 園 

歩行者ネットワーク 
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 富山型デイサービス 

-15- 

共生社会の実現を理念とし、民営の事業所において、高齢者・障害者・児童を区別せず一緒に、 

身近な地域の家庭的な住宅型施設でサービスを提供する取組 

 基本コンセプト 

小規模 
①街中の民家を改修して造った施設 

②地域と密着した「ひとつの家」 

共生ケア 
①高齢者・身体障害者・知的障害者・
心身障害児・乳幼児を同じ施設で同
時に処遇する。 

デイサービス 
（定員15人） 

富山市 

利
用
決
定 

利
用
申
請 

基準該当事業所の 
登録申請 

利用者 

高齢者   ・・・９人（介護保険） 

身体障害者・・・１人（自立支援法） 

知的障害者・・・１人（自立支援法） 

精神障害者・・・１人（自立支援法） 

障害児   ・・・１人（自立支援法） 

健常児   ・・・２人（法定外・実費） 

15人 

基
準
該
当
（４
人
） 

 仕組み 

 メリット 

○利用者にとっては、利用できる施設が増えて選択の幅が広がる。 

○高齢者と障害者（児）が同じ場所で同時にサービスを受けることで、
互いに良い影響を受ける可能性がある。 
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    福祉施策の成果 
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「富山型デイサービス」 

民営の事業所において、高齢者、障害者、乳幼児を区別せず一
緒に、身近な地域の住宅型施設で受け入れる福祉サービス 

中核市平均４ヶ所 

市内実施施設４３ヵ所 

「障害児保育」 

保育所で障害児を受け入れ、身体機能の維持向上を図るとともに、
集団生活を通して社会性の確立を目指す 

全国平均３２％ 

市内実施率１００％ 

「多様な保育サービス」 

特に需要の多い特別保育（休日保育、延長保育）の拡充を図り、
多様化する保育ニーズに対応する 

中核市平均４箇所 

市内実施率６６％ 

「地域包括支援センター」 

地域でお互いが支え合い、高齢者が住み慣れたまちで安心して
在宅生活を送ることができるよう“地域ケア体制”を推進する 

中核市平均１３ヶ所 

市内設置数３２ヶ所 

障害児保育を実施している
保育所の割合 

休日保育を実施している
保育所の割合 
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温泉水を活用した介護予防施設がまちなかにオープン 

 角川介護予防センター 
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就農チャレンジ  
コース 

2年間の研修   

野菜、果樹、花
き、水稲講座で、
年間野菜16回、
果樹14回、花き
14回、水稲10回
開催。 

            
(１年生：101名)  
(２年生：80名) 

農業サポーター 

養成コース 

家庭菜園コース 

（里山倶楽部へ委託） 

就農に意欲のある
方や複合経営をお
考えの方を対象に、
実践活動を通じ技
術を高める。        

梨専科、野菜専科
は３年間で、年間
梨14回、野菜30回
開催。    

（梨専科：13名）  

（野菜専科：16名） 

 

農業サポーターの登録 

農業支援の要請  
情報の提供 

農業サポーターの登録
管理を行う。  

332名 （24年1月末） 

農業サポーターに農業
者からの農業支援要請
情報を提供する。 

(平成24年1月末現在) 

営農サポートセンター 

とやま楽農学園 
（農業技術の習得支援） 

農業サポート活動 
（農業生産の支援・  

就労機会の提供） 
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企業等農業 

参入講座 

1年間の研修 

野菜を中心に、日
曜講座、水曜講座
ファミリー講座を開
催。 

年間15回開催。 

 

(水曜10回：50名） 
(ﾌｧﾐﾘｰ5回：90名） 

 

年2回開催   

企業等が農業参
入する上で必要
な基礎知識の習
得を支援。(H23

は6月、11月実
施) 

(10企業 11名参
加)   

 



とやまスローライフ・フィールドのイメージ図（丘陵地の畑地帯を活用した 市民農園 と 交流学習施設） 

とやまスローライフ市民農園 
   自然豊かな環境の中で土と親しみ農作業等が 

  体験体感できる余暇農園空間として整備 

＜主な機能＞ 農園貸出、利用者駐車場、栽培指導、 

       機械貸出、日常管理サポート など   

開ヶ丘交流学習施設 

   農産物加工が体験できる「生活館」、里山の生き 

  物や植物を学べる「里山観察塔」、各種の交流教室 

  の開催や 宿泊が行える「交流館」を整備 

＜生活館＞施設全体の総合案内、市民農園の受付 など  

市民農園（50㎡×240区画） 

1区画の利用料12,000円/年 

とやまスローライフ・フィールド 
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「薬都とやま」生薬を中心とした産業振興 

薬業の集積を活用し、「植物工場」の発展型として、最先端のバイオ技術生産管理 

システムや、再生可能エネルギーを導入した生薬生産システムを構築 

○地域特性を活かした小水力発電等を導入し、  

  工場へ電力を供給 

○工場におけるエネルギーコストの縮減 

○バイオ技術の導入による高付加価値化 

  （有効成分のアップ） 
○無農薬で安全・安心 

○品質と供給の安定化 

電力供給 

○くすりの富山としての300年以上の歴史と伝統 
○医薬品関連産業や研究機関の集積 
○医薬品研究開発や研究活動の調査などで、 
 スイス、イタリアとの連携 

小水力発電 太陽光発電 
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甘草 

提供：鹿島建設、医薬基盤研、
千葉大学 

 伝統的産業の復活による地域の活性化 

 再生可能エネルギーの活用 

 生薬生産の高度化 

ＥＣＯ－ＦＵＴＵＲＥ ＣＩＴＹ ＴＯＹＡＭＡ 



地域コミュニティ主体の交流空間の整備・運営モデル 

高齢者を含めた多様な世代のコミュニティ活動により、ソーシャルキャピタル（絆）を 

醸成し、高齢者の活動の場を提供して生きがいを創出 

また、新しい公共として、市民が中心となったコミュニティビジネスを創生 

■ 町内会等の地域コミュニティが主体となり、空き地等  

     をコミュニティーガーデンとして、農園や広場などに 

     再生 

■ 実施エリア 

    公共交通沿線居住推進地区 

鉄軌道の駅から半径500ｍ、もしくは、運行頻度の高いバス路線の停留場

から300ｍ以内の範囲 

    市内の市民農園等（現況） 

※コミュニティビジネス    
地域の課題を地域住民が主体的に、ビジネスの手法を用いて解決する取組み 

箇所数 区画数 面積（ha) 

市民農園 10 566 1,190 

高齢者農園 5 209 10 
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環境・経済・社会のイノベーションによる未来に開かれた都市へ 

コンパクトシティ戦略による富山型都市経営の構築 

ソーシャルキャピタルあふれる持続可能な付加価値創造都市を目指して 

社会的価値 経済的価値 

生活の質と環境が調和した、満足度の高い暮らしの創生により、 
持続型社会を実現 

環 境 価 値 

ＣＯ２排出削減 

中心市街地活性化 

循環 

ソーシャルキャピタルの醸成 

地域医療 安全安心 

健康 介護 

行政コストの抑制 地場産業の発展 

税収増加 

新産業の創設 農山村社会の再生 

雇用創出 
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